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 1
1
/1

2
～

1
3

に
は

、
行

仙
宿

で
青

木
君

と
そ

の
仲

間
１

５
人

位
が

集
ま

り

忘
年

会
を

や
る

と
の

話
が

あ
っ

て
、

何
か

差
入

れ
る

と
約

束
し

て
い

た
。

 

聞
く

と
中

前
君

も
行

者
装

束
で

参
加

要
請

さ
れ

て
い

て
、

出
席

す
る

と
の

こ
と

。
日

も
迫

る
な

か
行

仙
宿

迄
届

け
る

べ
き

か
、

い
や

ま
て

よ
！

中
前

君

へ
託

け
る

手
も

あ
る

な
あ

ー
な

ど
思

案
し

て
い

た
。

 

そ
ん

な
中

1
1
/1

0
( 木

) ブ
ラ

っ
と

児
嶋

さ
ん

宅
へ

寄
っ

た
、
児

嶋
さ

ん
曰

く

梶
野

君
か

ら
電

話
が

あ
っ

て
、

持
経

宿
の

ソ
ー

ラ
ー

電
灯

が
弱

い
又

、
行

仙

宿
の

発
電

機
が

、
調

子
が

悪
い

の
で

一
度

診
て

く
れ

と
の

依
頼

が
あ

っ
た

の

で
、

1
1
/1

2
( 土

)1
人

で
持

経
宿

と
行

仙
宿

へ
行

っ
て

来
る

、
つ

い
で

に
村

吉

さ
ん

デ
ポ

し
て

い
る

間
伐

薪
材

を
降

ろ
し

て
く

る
と

の
話

。
 

あ
の

池
郷

と
白

谷
林

道
は

、
基

本
的

に
は

1
人

で
走

る
こ

と
は

避
け

た
方

が
良

い
と

の
思

い
か

ら
同

行
を

申
出

る
。

 

当
日

、
児

嶋
さ

ん
の

ト
ラ

ッ
ク

で
８

時
に

出
発

、
予

定
通

り
１

０
時

過
ぎ

に
持

経
宿

着
。

心
配

し
て

い
た

路
面

へ
の

落
石

等
も

少
な

く
、

途
中

車
を

降

り
る

こ
と

も
な

か
っ

た
。

 

小
屋

に
入

る
と

電
灯

が
点

灯
し

た
ま

ま
で

、
３

時
間

で
Ｏ

Ｆ
Ｆ

と
な

る
よ

う
セ

ッ
ト

さ
れ

て
い

る
が

、
２

時
間

位
前

ま
で

誰
か

居
た

よ
う

だ
。

 

早
速

、
電

圧
計

な
ど

で
点

検
し

た
が

、
特

に
異

常
が

な
い

。
そ

ん
な

中
、

児
嶋

さ
ん

か
ら

台
所

の
電

灯
の

み
、

３
時

間
で

Ｏ
Ｆ

Ｆ
が

セ
ッ

ト
さ

れ
て

お

ら
ず

こ
れ

が
原

因
だ

ろ
う

と
。

 

対
応

と
し

て
、

３
時

間
を

２
時

間
で

Ｏ
Ｆ

Ｆ
へ

の
切

替
え

と
退

宿
時

の
消

灯
確

認
の

貼
紙

を
入

口
に

掲
示

し
た

い
。

 

そ
の

後
、

間
伐

薪
材

の
デ

ポ
地

に
向

い
、

全
体

の
９

割
近

く
積

ん
で

白
谷

林
道

か
ら

行
仙

宿
へ

向
う

。
此

処
も

か
な

り
荒

れ
を

予
想

し
て

い
た

が
、

き

れ
い

で
池

郷
林

道
よ

り
ま

し
だ

。
 

約
１

時
間

を
要

し
、

１
２

時
３

０
分

に
行

仙
宿

登
山

口
に

着
く

、
中

前
君

も
今

到
着

し
た

よ
う

だ
。

 

児
嶋

、
中

前
で

Ｍ
機

に
て

荷
揚

げ
、

沖
﨑

は
林

道
始

点
で

待
機

し
て

、
自

走
で

降
り

て
来

た
Ｍ

機
の

エ
ン

ジ
ン

を
切

る
。

 

３
０

分
遅

れ
で

行
仙

宿
に

着
く

と
、

発
電

機
が

順
調

に
作

動
し

て
い

る
。

 

児
嶋

さ
ん

の
説
明

で
は

、
高

度
が

１
０

０
０
ｍ

を
超

え
る

所
で

は
、
ガ

ソ

リ
ン
濃

度
が
濃

く
な

り
完

全
燃
焼

し
に

く
く

な
る

。
空
気

と
ガ

ソ
リ

ン
の
比

率
調
製

を
し

て
い

る
、
キ
ヤ

ブ
レ
タ

ー
調
整

と
プ

ラ
グ
取

替
も
必

要
ら

し
い

。
 

１
４

時
前

か
ら

の
遅

い
昼
食

と
な

っ
た

。
 

３
０

分
も

す
る

と
青

木
君

の
参

加
者

が
順
次

小
屋

に
着

く
、

会
友

の
伊
賀

の
栗

原
、
奈

良
の
鈴

木
さ

ん
の
顔

も
あ

る
。
ビ

ッ
ク
リ

し
た

の
は
先

月
の

も

は
ら

ク
リ
ニ

ッ
ク

道
普

請
に

参
加

し
て

い
た
田

中
さ

ん
も

参
加

さ
れ

て
い

た

こ
と

。
皆

さ
ん
若

い
、
ド
ロ

ー
ン

機
持

参
の

方
も

い
る

。
 

帰
路

、
林

道
工
事

に
伴

う
間

伐
材

の
確

認
も

あ
っ

て
、
１

５
時

過
ぎ

に
下

山
し

た
。

 

遅
れ

て
到

着
の

梶
野
氏

は
、

行
仙

宿
・
水
場

の
底
浚

え
を

し
て

、
夕
食

後

に
日
帰

り
。

 

 林
道

林
道

林
道

林
道
工
事

工
事

工
事

工
事
のの のの
間
伐
材

間
伐
材

間
伐
材

間
伐
材
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
 

先
般
、、 、、
登

山
口

林
道
奥

の
法

面
工
事

に
伴

い
間

伐
材

が
出

て
、
工
事
業

者

が
山
主

の
上

平
一
郎

さ
ん

に
報
告

し
た

ら
、

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

に
や

っ
て

く
れ

と
の

申
出

が
あ

り
、

間
伐

材
を

何
処

に
置

き
ま

す
か

と
下
北

山
村

か
ら
代
表

に
連
絡

が
あ

り
、

と
り

あ
え

ず
工
事

に
支
障

な
い
場

所
に
置

い
て
下

さ
い

と

連
絡

さ
れ

て
い

た
。

何
処

に
ど

ん
な

間
伐

材
が

あ
る

か
確

認
に

行
く

。
 

浦
向

道
と

林
道

が
交

差
す

る
地

点
に

、
長

さ
４
ｍ
・
太

さ
３

０
㎝

近
い

も

の
か

ら
１

０
㎝

位
の
杉

材
が

９
本
置

か
れ

て
い

た
。

 

ど
う
使

う
か
決
め

る
必

要
が
在

る
が

、
と

り
あ

え
ず

登
山

口
迄

の
移

動
が

先
だ

。
 



 2 

帰
路

、
R

-4
2
5
号
沿

い
の

実
利

行
者

の
分
骨
碑

近
く

で
、

ジ
ョ
ギ

ン
グ

中

の
上

平
氏

と
バ

ッ
タ
リ
逢

い
今

、
間

伐
材

を
見

て
来

た
と

の
報
告

と
御
礼

を

申
し
上

げ
た

。
 

 下
山
時

下
山
時

下
山
時

下
山
時
、、 、、
乾乾 乾乾
    
克
己

克
己

克
己

克
己
さ
ん
に

さ
ん
に

さ
ん
に

さ
ん
に
会会 会会
うう うう
。。 。。
翌
日

翌
日

翌
日

翌
日
、、 、、
賞
賛
行
動

賞
賛
行
動

賞
賛
行
動

賞
賛
行
動
さ
れ
る

さ
れ
る

さ
れ
る

さ
れ
る
 

下
山

時
Ｍ

機
終

点
上

手
で
乾

さ
ん

と
バ

ッ
タ
リ

、
宝
冠

の
森

へ
行

っ
て

来

た
。

本
日

、
行

仙
宿

へ
泊

る
と

の
こ

と
。
明

日
は

、
蛇
崩

山
往
復

し
て
帰

る

と
の
事

だ
っ

た
。

 

 青
木
グ
ル

ー
プ

の
懇
親

会
に

参
加
せ

ず
、
管
理
棟

で
１

人
泊

る
。

 

翌
日

、
下

山
し

て
１

６
時
頃

に
R
4
2
5
に

出
た

所
で

、
登

山
者

が
ゾ
ロ
ゾ
ロ

(
約

２
５

名
)
と
浦

向
方

面
に
歩

い
て

い
る

、
 

何
か

ト
ラ

ブ
ル

や
と
直
感

し
て

聞
い

て
み

る
と

、
バ
ス

が
カ
ナ
ウ
ナ
ギ

ト

ン
ネ
ル

を
通

る
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

手
前

で
待

っ
て

い
る

と
の

こ
と

。
 

「
大
型
バ
ス

の
方

向
転
換

は
山

道
に

入
る

と
出

来
な

い
か

ら
村

で
待

機
で

し

ょ
う

、
村

ま
で

５
～

６
㎞

あ
る

か
ら
歩

く
と

一
時

間
は
掛

か
る

。
暗

く
な

る

か
ら
私

の
車

で
送

り
ま

す
」

と
い

っ
て
４
往
復

し
た

ら
、
礼
金

を
渡

す
と
言

っ
て

い
た

が
「

山
で

の
ト

ラ
ブ
ル

は
お
互

い
様

で
す
」

と
丁
重

に
断

っ
て

、

車
に

あ
っ

た
山

彦
の

名
刺

を
渡

さ
れ

た
そ

う
で

す
。

 

 

後
日

、
主
催

者
の
大
阪
・
毎

日
新

聞
旅

行
か

ら
川
島
代
表
宛

に
丁
寧

な
礼

状
が

届
き

、
前
述

の
乾

さ
ん

の
賞
賛

す
べ

き
行

動
が
判
明

し
ま

し
た

。
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